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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 115,151 － △544 － △339 － △211 －
2021年３月期第２四半期 122,441 △46.7 △6,643 － △6,051 － △3,657 －

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 △280百万円（－％） 2021年３月期第２四半期 △3,360百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △1.56 －
2021年３月期第２四半期 △27.00 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期第２四半期 225,387 173,947 77.2 1,284.19
2021年３月期 261,052 175,176 67.1 1,293.27

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 173,947百万円 2021年３月期 175,176百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2021年３月期 － 6.50 － 6.50 13.00
2022年３月期 － 6.50

2022年３月期（予想） － 6.50 13.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 217,800 － △3,100 － △2,300 － △2,100 － △15.50

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。なお、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高は、対前年同四半期増減率は記載しており
ません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、2022年３月期の連結業績予想に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数
値となっております。なお、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高は、対前年同四半期増減
率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 157,239,691株 2021年３月期 157,239,691株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 21,786,712株 2021年３月期 21,786,639株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 135,453,016株 2021年３月期２Ｑ 135,453,129株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）キャッシュ・フローに関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 4

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 6

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 7

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 7

３．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 8

連結製品別売上高 …………………………………………………………………………………………………… 8

○添付資料の目次

- 1 -

日産車体株式会社(7222) 2022年３月期第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の改善による影響はあるものの、新型コロナウイル

ス感染症の影響や半導体不足等により、先行き不透明な状況にあります。このような環境において、当社が日産自

動車株式会社から受注しております自動車は、北米向け「アルマーダ」、中近東向け「パトロール」等の増加によ

り前年同期と比べ売上台数は22.5％増加の61,442台、売上高は台数増加の影響があったものの、有償支給取引にお

いて「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用したことによる608億円減

収の影響等により、72億円減少の1,151億円となりました。損益面では、営業損益は売上台数の増加等により60億

円改善の５億円の損失、経常損益は57億円改善の３億円の損失、親会社株主に帰属する四半期純損益は34億円改善

の２億円の損失となりました。

　なお、会計方針の変更として、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しています。詳細については、Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注

記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末と比べ1,061億円減少の1,046億円となりました。固定資産は、前連結会計年度末

と比べ704億円増加の1,206億円となりました。これらは主に、預け金から長期貸付金への変更700億円、売掛金の

減少391億円によるものです。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末と比べ356億円減少の2,253億円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末と比べ341億円減少の451億円となりました。

これは主に、支払手形及び買掛金の減少303億円によるものです。固定負債は、前連結会計年度末と比べ３億円減

少の62億円となりました。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ344億円減少の514億円となりました。

（純資産）

 　純資産合計は、前連結会計年度末と比べ12億円減少の1,739億円となりました。これは主に、剰余金の配当によ

る利益剰余金の減少８億円、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による減少２億円によるものです。

（３）キャッシュ・フローに関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は597億円となり、前第

２四半期連結会計期間末に比べ604億円（前第２四半期連結累計期間末比50.3％）減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、90億円（前第２四半期連結累計期間に使用した資金は18億円）となりました。

これは主に、減価償却費40億円、売上債権及び契約資産の減少による増加365億円、仕入債務の減少による減少313

億円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、721億円（前第２四半期連結累計期間に得られた資金は10億円）となりまし

た。これは主に、固定資産の取得による支出21億円、長期貸付けによる支出700億円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、29億円（前第２四半期連結累計期間に使用した資金は26億円）となりました。

これは主に、リース債務の返済による支出20億円、配当金の支払額８億円によるものです。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2021年７月28日公表の業績予想を修正しております。

　詳細につきましては、本日2021年11月９日に公表いたしました「2022年３月期 通期連結業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 391 425

受取手形及び売掛金 76,638 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 40,104

仕掛品 2,611 726

原材料及び貯蔵品 2,862 3,236

預け金 125,387 59,323

その他 2,919 878

流動資産合計 210,810 104,696

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,353 10,551

機械装置及び運搬具（純額） 13,022 12,507

工具、器具及び備品（純額） 6,180 6,214

土地 14,278 14,228

建設仮勘定 1,888 1,688

有形固定資産合計 45,723 45,191

無形固定資産 1,006 1,072

投資その他の資産

長期貸付金 0 70,000

その他 3,511 4,427

投資その他の資産合計 3,512 74,427

固定資産合計 50,242 120,691

資産合計 261,052 225,387

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 49,789 19,421

未払法人税等 220 854

製品保証引当金 203 255

その他 29,092 24,666

流動負債合計 79,306 45,197

固定負債

製品保証引当金 241 250

退職給付に係る負債 3,368 3,039

その他 2,959 2,952

固定負債合計 6,569 6,242

負債合計 85,875 51,439

純資産の部

株主資本

資本金 7,904 7,904

資本剰余金 8,517 8,517

利益剰余金 177,564 176,404

自己株式 △22,635 △22,635

株主資本合計 171,351 170,190

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 3,825 3,757

その他の包括利益累計額合計 3,825 3,757

純資産合計 175,176 173,947

負債純資産合計 261,052 225,387

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 122,441 115,151

売上原価 125,627 112,183

売上総利益又は売上総損失（△） △3,186 2,968

販売費及び一般管理費 3,457 3,512

営業損失（△） △6,643 △544

営業外収益

受取利息 431 155

固定資産賃貸料 121 105

雇用調整助成金 172 －

その他 21 43

営業外収益合計 747 304

営業外費用

支払利息 32 25

固定資産賃貸費用 83 62

和解費用引当金繰入額 33 －

その他 7 11

営業外費用合計 155 99

経常損失（△） △6,051 △339

特別利益

固定資産売却益 1,784 1

特別利益合計 1,784 1

特別損失

固定資産売却損 0 40

固定資産除却損 12 75

減損損失 1,253 －

特別損失合計 1,266 115

税金等調整前四半期純損失（△） △5,534 △453

法人税等 △1,876 △242

四半期純損失（△） △3,657 △211

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,657 △211

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純損失（△） △3,657 △211

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 296 △68

その他の包括利益合計 296 △68

四半期包括利益 △3,360 △280

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,360 △280

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △5,534 △453

減価償却費 3,981 4,011

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △165 △329

受取利息及び受取配当金 △433 △158

減損損失 1,253 －

支払利息 32 25

固定資産売却損益（△は益） △1,784 38

固定資産除却損 12 75

売上債権の増減額（△は増加） 22,581 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） － 36,533

棚卸資産の増減額（△は増加） △867 1,510

仕入債務の増減額（△は減少） △17,092 △31,321

その他 △1,978 △1,509

小計 5 8,423

利息及び配当金の受取額 411 142

利息の支払額 △32 △25

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,199 475

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,814 9,015

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △2,068 △2,137

固定資産の売却による収入 3,098 11

長期貸付けによる支出 － △70,000

貸付金の回収による収入 0 0

有形固定資産の除却による支出 △7 △15

その他 8 9

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,031 △72,131

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △880 △880

自己株式の取得による支出 － △0

リース債務の返済による支出 △1,746 △2,032

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,627 △2,912

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,410 △66,029

現金及び現金同等物の期首残高 123,637 125,778

現金及び現金同等物の四半期末残高 120,227 59,749

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、支給元が支給先から支給品を買い戻す義務を負っている取引（有償支給取引）については、当社

及び連結子会社が支給元となる場合には、従前支給先への譲渡時に消滅を認識していた支給品について棚卸資産

として引き続き認識する方法に変更しております。また、当社及び連結子会社が支給先となる場合には、従前支

給元からの支給時に棚卸資産として認識していた支給品について認識を中止するとともに、従前支給元への販売

時に支給品部分も含めて売上高と売上原価を計上しておりましたが、支給品への支配を有していないことから純

額で収益を認識する方法に変更しております。

　また、従前は請負工事に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準

を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務に

ついては、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法

に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用

を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は60,160百万円減少、売上原価は60,247百万円減少、営業損

失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ86百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首

残高は68百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、

「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示していた「売上債権の増減額（△は増加）」は、当第２四半期連

結累計期間より「売上債権及び契約資産の増減額（△は増加）」に含めて表示することといたしました。なお、

収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第２四半期連結累計期間

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表へ

の影響はありません。
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区分

前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）
増減

台数 金額 台数 金額 台数 金額

台 百万円 台 百万円 台 百万円

乗用車 16,410 57,919 32,359 77,777 15,949 19,857

商用車 29,593 46,642 25,651 24,231 △3,942 △22,411

小型バス 4,137 8,921 3,432 4,314 △705 △4,606

部品売上・その他 － 8,958 － 8,828 － △129

合計 50,140 122,441 61,442 115,151 11,302 △7,289

３．その他

連結製品別売上高
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 2021年度　第２四半期決算 参考資料

 2021年11月9日
日産車体株式会社

（単位：億円）

当第２四半期実績（累計） 前第２四半期実績（累計）  前年度実績

 

売　上　高 1,151.5      ( － ) 1,224.4 (▲46.7%) 3,628.6 (▲27.3%)

営 業 利 益 ▲5.4      ( － ) ▲66.4      ( － ) 4.8 (▲94.8%)

経 常 利 益 ▲3.3      ( － ) ▲60.5      ( － ) 19.7 (▲79.9%)

親会社株主に帰属する
四半期(当期）純利益 ▲2.1      ( － ) ▲36.5      ( － ) 19.1 (▲67.1%)

増減要因 (変動要因) 億円

(営業利益)

台数･構成差 43 

合理化ほか 18 

計 61 

中間 6.5円／年間 13円

設備投資 36 15 68 

減価償却費 40 39 83 

ネットキャッシュ 597 1,202 1,257 

売上台数 千台 千台 千台

乗用車 32 (97.2%) 16 (▲62.0%) 61 (▲34.9%)

商用車 26 (▲13.3%) 30 (▲9.0%) 65 (▲2.4%)

小型ﾊﾞｽ 3 (▲17.0%) 4 (▲58.6%) 8 (▲62.6%)

計 61 (22.5%) 50 (▲41.5%) 134 (▲26.3%)

＊(　)内は対前年同期増減率

2021年3月期

配当金（円／株） 中間 6.5円 中間 6.5円

2022年3月期 2021年3月期

連結


